
4.1.3 ア ンケー ト集計結果の分析

社会で必要な能力

2(4)仕 事をする上で下記のような能力やスキルが必要だと言われています。最近の卒業生を先空の立場から見て、このよ
うな能力をどのように評価されます力、徳島大学の卒業生に対して、下記の能力やスキルが他大学の卒業生に比べて優れて
いるかどうかを次の基準で評価し○印を付けてください。

Aそ う思う Bい くらかそう思う Cあ まりそうは思わない Dそ う思わない

協田性や社会性などの
組織適摩能カ

自分のを見を持ち他人に
注べる能力

ねばり強さ、思耐力、集
中力、逆境にめげないカ

鶴理的にものごとを考え
る能カ

倍ロ

正確な日本西で文章を混
速・表現する能カ

与えられたほ題を迅速に
理解するカ

振回
告
4“

佃
告
～

Ａ

明Ｄ

酎

自ら積極的に企画じ行島
する実行カ

新しいものや考え方を自
造する能力

無日佃
害
■

仕事をする上での各種の能力やスキルが他大学の卒業生に比べて優れているかどうかの調査である。

他大学卒業生と比較して優れているとする比率を見ると、「協調性や社会社などの組織道応能力」が6寄、「論理的にものご
とを考える能力」、「ねばり強さ、忍耐力、集中力、逆境にめげない力」、「与えられた凍題を迅速に理解する力」力iそれぞれ
5凱と他大学より優れていると答えている。
他方、「新しいものや考え方を創造する能力」は3挑,「正確な日本語で文章を記述・表現する能力」4研,「自ら積極的に企画

し行動する能力」4琳であり、他大学より劣つていると答えている。

仲間の意見を聞きながらうまく仕事を切り抜けられる能力はありそうであり、また、与えられた仕事を途中で放り出すことはな
いだろうが、自分の意見を述べること、積極的に行動すること、文章記述力、表現力、創造する力など、能動的な能力には
劣っている。与えられた課題に対する理解はできるが、反面自分から新しく考えられなV とヽいうことにも通じるだろう。



能力と達成度

3(5)あ なたは大学時代(学部、大学院)に以下の能力やスキルが達成できたと思いますか。次の基準で自己評価し〇

印をつけてください。

Aそ う思う BVヽ くらかそう思う Cあ まりそうほ思わない Dそ う思わない

学部時代

大学院進学者

大学院時代

グループの中での協調性や
社会性

Ｄ

算
Ａ

凱

細
答
研

能力・スキル

代 =去|

A B C D A B C D A 3 C D

グループの中での協調性や社会性 4 9 0 7

ねばり強さ、忍耐力、集 甲力、逆現 にめげ
′「いりヽ

8 0 3 2 0 8 1 7 1 0

々 の情 報鵜 器 務停 いこなす カ 0 3 9 5 0 11

物理、科字などの 目然科字に関する知識
ン子加ら力応用す/1常カ

8 8 0 3 3 0 7 11 11 1 0

ものごとを基本から演博 して考える論理的
R者 律 方

5 8 0 1 9 6 0 6 1 0

専門領域に関する知識とそれを問題解決
に麻用する力

4 7 0 0 7 5 0 5 7 0 0

しい考え方やものを創造する能力 5 14 0 6 7

本語にま石稀理商な記述表現方 3
|と

0 1 8 14 7 0

ら糟極的に行動する実行力 8 0 2 5 5 0 5

数学 に関する知識 とそれを便いこなす能

力
5 9 0 2 6 4 0 5 1 0

グループの中での指導 力や補率 カ 6 0 5 5 0 5 1 0

工学黙技術者とじぞど会に対すな黄桂ど
白常 す る方

4 0 0 2 7 0 1 4 0

冒があ富克を証答労祥ち者砥人に述共さ
日語 碁 幸 能 力

5 11 0 0 6 8 0

首鉾 芭啓霧が継続西群 えな学
習 習信

4 9 1 1 3 8 0 2 3

通辞鍋視点が霧 苗再i母め捜鍔戦
"

る能 力
2 1 1 0 0 5 6 0 1 9 3 0

種冴あ料挙:技術子情報を利用じ都 答
…

の要求力自ら解決 する能 力
1 11 1 0 4 6 0 2 0 0

祥穂寮器冴舗粧期
………………………

0 3 0 0 2 8 0

軍署官博科 辞=ド冴彗で籍労
………………

0 3 力
■ 7 0 0 4 7 0

革語 に上るコミュニケー ションの基 符 0 3 力
■ 7 0 0 2 8 0



全回答

無回
答

細
答
研

Ｄ

鋭

学部時代

学部時代

大学院進学者

林回

大学院時代

大学院時代

大学院時代

大学院時代

ねばり強さ、忍耐力、集中
力、逆境にめげないカ

種々の情報機器を使いこな
すカ

物理、科学などの自然科学
に関する知識とそれらを応
用する能力

ものごとを基本から演緯じ

て考える論理的思考能力

大学院進学者

係ロ

答 Ａ

研D   01

Ｂ
皿

171

学部時代

学部時代

Ｃ
郷

Ａ

納

Ｂ
ｍ

Ｃ
船

Ｂ
ｍ

係回

答
D _  01

全回誉

無ロ
害

D  01

大学院進学者

無回
告   A

会回答

無回
答 、  A

D  l l h上 / 9“

大学院進学者

無回
答 、.A

D  P製



大学院進学者

無回
告 、A

D O“ 」翌
打

大学院時代

大学院時代

大学院時代

大学院時代

細
答
研

専門領域に関する知識とそ
れを問題解決に応用する力

新しい考え方やものを創造
する能力

日本語による論理的な記述
表現能力

自ら積極的に行動する実行
カ

学部時代

全回答

学部時代

学部時代

金回答

無口

学部時代

Ｄ

ぃ
Ｄ
掛

Ｂ

３２．

Ｂ
卯

大学院進学者

無 回

Ａ

恥
答

D  O“
ｅ

秘

Ｃ

鍬

一■
，
■
技
一濃
督

革

大学院進学者

無回
害 、_AＡ

研

答

研Ｄ

研

大学院進学者

無□
答 、_A

17■



Ｂ
掛

学部時代

全国答

綜ロ

学部時代

全回誉

緑 回

答

大学院進学者

大学院進学者

大学院時代

大学院時代

大学院時代

大学院時代

Ａ

■

Ａ

＝

Ｂ

鋭

無回

誉
D  01

数学に関する知識とそれを
使いこなす能力

グループの中での指導力や
統率カ

工学系技術者として社会に
対する責任を自党する力

自分の意見を説得力伴って
他人に述べる口頭発表能
力

Ｂ

恥

D   。と
19“ 171

学部時代

学部時代

Ｃ
軸

大学院進学者

宗回

全回答

係回
誉 Ａ

私D   。 1

Ｃ

研

Ｄ
細Ｂ

掛

Ｂ
馴

Ｃ

鋭

181

全回答

Ｂ

研

大学院進学者

焦回
誉 、A



学部時代

大学院進学者自己研領・自己啓発が継続
的に行える学習習慣

地球的視点から多面的にも
のごとを考える能力

種々の科学・技術・情報を
利用して社会の要求を自ら
解決する能力

技術英語を読解する能力

細
答
掛

全回答

無回

大学院進学者

無回

大学院時代

大学院時代

大学院時代

大学院時代

無回

答
0“

Ｂ

ぃ

Ａ

研

Ａ

■

細
答
研

Ａ

卸

細
客
研

Ｄ
郷

０

研

学部時代

Ｃ
叫

Ｃ
軸

20■

学部時代

大学院進学者

縮 回

D眼

D 馳 /1&

Ｂ

弥Ｂ

蛸

全国害

全日答

20■

Ｂ

研

Ｃ
跡

細
答
研

Ｂ

琉

Ｄ
則Ｃ

軸

学部時代

和
害
研

Ａ

い

細
誉
な

研い

大学院進学者

叩 A



英語で技術レポートを書く能

力

英語によるコミュニケーショ
ンの基礎

学部時代

大学院進学者

学部時代

大学院進学者

全日答

大学院時代

大学院時代

和
各
研

A

酷
　
　
Ａ

全

細
答
研

種々の能力やスキルが大学時代にどのくらい達成されたかを自己評価してもらつた結果を、学部時代と大学院時
代でまとめ名

各種の能力のうちで、学部時代に達成されたとする者の比率の低い順に並べると、「技術英語を読解する能力」
5%(35%),「英語で技術レポートを書く能力」5%(1軌),「英語によるコミュニケーションの基礎」5%(695),「種々の科学・技
術・情報を利用して社会の要求を自ら解決する能力」21%(52り,「地球的視点から多面的にものごとを考える能力J
23%(3軌),「自己研鐘・自己啓発が継統的に行なえる学習習慣」23虹55%),「自分の意見を説得力をもつて他人に述
べる日頭発表能力」28%(48%),「グループの中での指導力や統率力」3軌(4軸),「工学系技術者として社会に対する責
任を自党する力」3研(48%),「数学・科学などの自然科学に関する知識とそれを応用する能力」44%(58%),「自ら積極的
に行動する実行力J339b1610となつている。ここで、()内の%は 大学院に進学した者が大学院時代に達成したとする
比率である。

自ら実行する力、グループの中での指導力、表現(記述、発表)力、多面的な考え方については肯定の答が20～
3096であり、達成度が非常にない。さらに、英語力に至っては読む能力、書く能力、話す能力とも極端に低く、学部
時代の達成率はいずれも5%で致命的に低く、大学院時代で読解力が少し上昇するのみであつた。
学部時代で達成されたとする比率が5研を超えるのは、「グループの中での協調性や社会性J,「ねばり強さ,忍耐

カサ集中力,逆境にめげない力Jおよび「種々の情報機器を使いこなす能力」の3項 目のみである。学部における教
育諜程に改善の余地を大いに残している。
大学院課程を修了すると、全項目で相対的に評価値は上昇する。学部時代に上位であつた集中力、情報機器を

使う能力、グループの中での協調性などが肯定率7眺あるいはそれ近くを確保している。
学部時代からの上昇率の高いのは、専門領域の知識と応用力、自ら行動する力、自己研鑑などの学習習慣、技

術者としての自党、多面的思考力が挙げられる。修士の専門的研究活動の中で自主的にこれらの能力の開発がな
されたとは思うが、肯定率がまだ低く(40～6研台)、すべての項目について7096程度を目指したいものである。
特に、英語に関する能力は悲惨的である。国際的能力を揮い上げるなら、英語教育を見直し系統的なプログラム

を組まなければならないと思わ加る。来年度から大学院推蒲入試にTOElCの 成績が必要になることから、多少の改
善が期待される。また、外国人教師の身分保証をした非常勤としての雇用をしなければならない。



大学院教育について
(9)大学院での学習

5(9)大 学院前期課程(修士謀程)の2年間をどのような学習機会として活用することが望ましいと思いますか。重要度の欄
に、きわめて重要と思う項目に◎、重要と思う項目に○を記入してください。
また、印をつけたものに対して、あなたの大学時代での達成の度合いを次の基準で自己評価し○印を付けてください。

A達 成されたと思う BVヽ くらか達成されたと思う Cあ まり達成されたとは思わない D達 成されたと思わない

大学院での学習 |の'

重要度C 重要度C A B C D 無回答

与えられた問題を目ら解決する能力を身につ

けること
4 4 14 2

目らの研究や勉字について設計を行い、計画
的に実行する能 カカ身につけるエン

3 8 13 3 3

研究を通して観察、設計、開発などの技術を身
につけること

3 3 6 5

目らの意志を相手に伝えるための表現力、論
文作成能 力たメの結術力学ぶェン

7 2 9 3 6

の 8 6 4 9 2

々 の
ilフ

↓ヽ

雛繋覇客搬 堺奏稜筆指撃著銚天
学以外の人々とのつまあい力学ぶェン

7 2 8 5

6 8 3 9 9

5 8 6 6 5

研究を程め未知のことを解明したり新しいもの

を開発すること
6 5 2 8 5

機械工学がかかえる問題について幅広い知識
をやぅつこと

4 8 0 6 7 4

学部の学習を基盤 にしてさらに学問を深めるこ
ン

4 7 0 17 7 1 5

その他
ブレゼンテーションスキルの

人をまとめて、みんなで一つの仕事をやりとげ
る

1 1

学部 の学
デ イベ ー ト・ネ ゴ シエ ー ション

英語 力の春成 (専門、全静 章童el.

与えられた問題を自ら解
決する能力を身につける

こと

無回

B

471

自らの研究や勉学につ
いて設計を行い、計画的
に実行する能力を身に

研究を通して観察、捜
lt、開発などの技術を身

につけること

自らのを意を相手に伝
えるための表現力、補文
作成能力などの技術を

学ふこと

細
答
狐

細
答
＝



専門の特定分野を深く学
習すること

種々の新しい情報を集
める方法を学ぶこと

梅校工学がかかえる間
理について幅広い知艇

をもつこと

授校工学の先端分野に
お、れること

研究活動を通して、先
輩、後空、指導者また大
学以外の人々とのつき

あいを学ぶこと
無回

答
17“

細
答
■

Ａ
狐

Ｄ

ぃ

０

凱

研究を極め未知のことを
解明したり新しいものを

開発すること

学部の学智を基盤にし
てさらに学問を深めるこ

と

細
答
閉

細
答
出

細
答
＝

Ｄ
研
　
Ｃ
細

Ａ

研

大学院修士課程をどのような学習機会として活用すべきかという質問である。

重要度の高いものとしては、「与えられた問題を自ら解決する能力を身につけることJ、「自らの研究や勉字を設計し、計
画的に実行する能力を身につけることJ、「研究を通して観察、設計、開発などの技術を身にけること」が挙げられている。
一方、達成度に関して肯定率の低い項目を順にあげると、「機械工学がかかえる問題について幅広い知識をもつことJ

23%,「研究を通して観察、設計、開発などの技術を身につけること」3軌,「自らの研究や勉学を設計し、計画的に実行する
能力を身につけること」38%,「研究を極め、未知のことを解明し、新しいものを開発すること」40%)「機械工学の先端分野に
触れること」44%,「自らの意志を相手に伝えるための表現力、論文作成能力などの技術を学ぶことJ46%,「研究活動を通じ
て、先輩、後輩、指導者また大学以外の人々とのつき合いを学ぶこと」48%となつている。

肯定率が50%を超えるのは、学部学習を基盤にさらに学問を深めること、専門分野の学習をすること、与えられた問題の
解決能力をつけることの3項 目のみであり、それ以外は肯定率が5硼を下回つている。与えられた問題は解決できるが、機
械工学がかかえる問題を見つけたり、新しいものを開発する能力が育成されているとは言い難い。問題探索能力を身につ
け、何ごとに対し乱 能動的に一歩踏み出して探究する能力の育成が重要であることを示していると言えよう。

5(11)下 記の項 目について、最近の修了生を学部卒業生と比較し、次の基準で評価して○印を付けてください。

A優 れていると思う B学 部生よりはましだと思う C学 部生と変わらない D学 部生より劣っている

字力 A B C D 無回答

専門的な知識を有しそれを応用する力 6 17 5 0 2

基礎的な知識 に基づきものごとを基本的な立
場かえ去 安ネカ

3 5 0 2

外 国語の文献″読み理解する能力 0 2

2 2

日ヽ本語で文章を記述する能力 10 0 2

Gヨミュニケーションする力 0 9 2



専門的な知機を有しそれ
を応用するカ

正確な日本題で文章を
記述する能力

細
誉

無回
答  A

Ｃ

研

Ｃ

■

基礎的な匁機に基づきも
のごとを基本的な立場か

ら考えるカ
無回

D 答
A

外国語の文献を銃み理

解する能力

新しい考え方やものを翻

造する方

無回

D  誉    ▲

一般的な教養知股

ものごとに対する集中カ

細
答
私

摘理的にものごとを考え
る能力

無回

D 答

外国語てコミュニケーショ
ンするカ

焦 回

D、 義 √念 _,
31＼ - 301

与えられた課題を解決す

る能力

林回

D  答
細
答
恥

Ｄ

い

Ｃ
ｍ



自ら進んで企画し行動す
る権力

グループのメンバーをま
とめて指導するカ

仕事の中で新しい問題を
発見する能力

グループの中での協胡

無回
D  答 細

答
■

Ｄ

研

細
答
＝

大学院修了生と学部卒業生との学力および能力の比較をした結果である。

学力の項目について、「専門的な知識を有しそれを応用する力」と「基礎的な知識に基づきものごとを基本的な立場から
考える力」はそれぞれ82党の肯定率を示している。
「外国語の文献を読み理解する能力」および「外国でコミュニケーションする力」に学旨S生より劣つているとする回答が1人
ずつあった。この回答は、音の学部卒業生と最近の大学院修了生との比較かも知れないが、いずれにしても学部生と比較
して向上への肯定率は、「外国語でコミュニケーションする能力」32%,「正確な日本語で文章を記述する能力」3郎でかなり低
い値を示している。
一方、能力やスキルについての肯定率を見ると、「グループの中での協調性」3跡,「仕事の中で新しい問題を発見する能

力」53%,「自ら進んで企画し行動する能力」54略,「グループのメンパーをまとめて指導する力」54%,「ものごとに対する集中力」
5軸となつている。

大学院生の教育は、現状では、配属された研究室に任されている面が多いと考えられるが、学部生と変わらないという意
見の多い「正確な日本語で文章を記述する能力J、「外国語でコミュニケーションする能力」、「グループの中での協調性」、
「グループのメンバーをまとめて指導する力」、「ものごとに対する集中力」、「自ら進んで企画し行動する能力」などを向上さ
せるために、どこで教育することができるか、どんな科目が必要なのかを考えなければならない。

(12)大 学院の授業について

徳島大学では大学院修士課程への進学率が50%近 くになつています。こうした現状をふまえて、学部・大学院の一貫教育
を念頭に置いた大学院カリキュラムの再検討、さらに学際的分野の進展に伴う学科を超えた修士課程への入学者を想定し
たカリキュラムの検討が求められています。また、日本人技術者が国際的な舞台で活躍する機会も増えています。以下の項
目について次の基準で評価して○印を付けて下さい。

Aそ う思う Bい くらかそう思う Cあ まりそうは思わない Dそ う思わない

A B C D 無回答

大字院では語義より研究を中心にすべきだと
Rい 宝十か

3 2 0

大学院では謡発をもつと充実してはしいと思い
ますか

11 6 1 0

大手陽の話義は教員の研究成果の伝運 に重
=夕 去てべますナRぃ 音すか

2 17 9 2 0

大 学 障 の 護 毒 で 再 門 青 需 性 石 章 りま 1ンナ か 2 4 0

在字期間に受話した大手院の議義はよく理解
でま章1夕f‐か

2 2 0

大手院の喬義 に対して厳格な威械評価をすべ

まだンRい ますか
5 5 3 0

専門知識や専門能力の向上のために大学院
の議義は学部の講義とうまく連携されていまし
ナか

1 8 6 0



すか
無回

大学院では語義より研究
を中心にすべ吉だと思い

ますか

大学院では講張をもつと

充実してほしいと思いま

大学院の講義は教員の

研究成果の伝達に重点

をおくべきたと思います

専門知肢や専門能力の

向上のために大学院の

講装は学部の講強とうま
く連携されていましたか

大学院の常義で専円意
技は高まりましたか

無回
答  A

在学期間に受講した大学
院の講義はよく理解でき

ましたか

縮回

大学院の精義に対して態
格な成績群価をすべきた

と思いますか

無回

Ｃ
瑚

本専攻の講義のありかたを、大学院修学の体験に基づいて回答してもらう質問である。

講義をよく理解できなかったとの回答が6輔、学部の講義とうまく連携されていないとの回答が70%であつた。講義を充実して

はしいとする回答が77%、教員の研究成果の伝達に重点をおくべきと答えた回答が63%、講義より研究中心との回答が83町で

あつた。

大学院では講義より研究中心との回答が多くを占めているが、大学院教育の中で講義をどのように位置づけるかということ

に対する議論が必要と考えられる。専門意識を高めるために静義を充実して欲しいということはlEDい知れる。ただし、学部の

講義との連携をもつとうまくとる必要性があるだろう。
現状はいろいろな面で問題を抱えていると考えるべきだと思われる。

(13)学 部,大学院の一
貫教育について

A B C D 無回答

字郡 ・大学院の一
買教育の必要性 を感 じます

か
4 11 0 0

一
貫教育を行う場合、大字院の入試は必要だ

ンRい ますか
1 1 0

一貫教育を行う場合 、字郡教育では工字基礎

を徹底し、専門応用の学習は大学院で行うべ

去デンRい ますか

4 0 0

一
貫教育を行う場合 、大手院の講義科 目の内

容は表蕊 に重 点ケ置 (べ まだナRい ますか
8 6 3 0

一
貫教育を行う場合、大手院では従来よりも議

義を重視したカツキュラムが必要だと思います
か

3 7 2



学部・大学院の一貫教育
の必要性を感じますか

細
答
研

一貫教育を行う場合、大

学院の入鼓は必要だと思
いますか

無口

D 答

一貫教育を行う場合、学
部教育では工学基礎を
徹底し、年同応用の学習
は大学院で行うべきだと

学部生の学カレベルの低下を考慮して、学部・大学院の一貫教育についての問いかけである。

まず、一貫教育の必要性を感じている回答はちょうど半数の5090であつ毛
一貫教育を行うことを前提にして、大学院の入試が必要と答えた人は9鍋、学部教育では工学基礎を徹底し、専門応用

は大学院で行うべきであると答えた人は同じく87%と非常に高い割合になつていた。議義を重視するのがよいとする国答は

33%、また、講義科目の内容として基礎を重点にすべきだとの回答は47%であつた。

学部・大学院の一貫教育という問題の浮上の原点は、学部生の学力低下から、従来の学部4年間では社会に適用する

技術者教育が不可能であり、また、新しい技術者像としてこれまで以上の能力を有する技術者として社会に送り出すため

に、6年間をかけてじつくり教育すべきだという考えにあるものと思わる。したがつて、大学院のカリキュラムだけでなく、工

学部のカリキュラムも含めて考える必要がある。学部で何をどこまで教えるべきか、大学院ではどうかを明確にしなければ

ならない。一貫教育を考えるときに同時に重要なのは、学部卒業生の達成目標をどこにおくかということをしつかり見極め
ておかなければならなV こヽとである。

一貫教育を行う場合、大
学院では従来よりも話義
を重視したカリキュラムが

必要だと思いますか

細
答
研

(14)学 際領域の授業・研究について

A B C D 無回答

専門を超えて授業を選択できるカリキュラムを
,ス喜メRい ますか

14 3 0 0

全専攻の基礎が学べるコアカリキュラムのような

▼、のが拡事ンRい ますか
3 0 0

大学院の課程で企業研修を行い、現場の開発
研究が の経験力糟】Pべまだと思いますか

4 0 0

修士論文の研究として、専門を超えたアロシェ

クト研舛の■うたエンが必要だン黒いますか
11 5 1 0

大学院の課程は学際領域の訴義をもつと充実
すべ去ルRい ますか

7 5 1 1

修士論文の研究以外 に他分野の実験研究を
する雄会がス事だナRい ますか

5 8 2 0



専用を超えて授案を選択
できるカリキユラムを必要

と思いますか

大学院の際程は学藤領
域の講義をもつと充実す

べきと思いますか

全専攻の基礎が学べるコ

アカリキュラムのようなも
のが必要と思いますか

傍士補文の研究以外に

他分野の実験研究をする

機会が必要だと思います

大学院の操程で企秦研

修を行い、現場の開発研

究などの経験を積むべき

棒士船文の研究として、

年間を超えたプロジェクト

研究のようなことが必要
だと思いますか

細
答
ｎ

和
答
掛

D和
答
耐

Ｂ
ｍ

Ａ
ｎ

環境問題、生命問題など、これまでの専門領域の技術の枠を超えた問題が21世紀の課題であると考えられる情況から、

学際領域の考え方を開う質問である。

すべての項目に対して7錦以上の人が必要性を感じている。全専攻の基礎が学べるヨアカリキュラムの設定、専門を超え

て授業を選択できること、企業研修と現場の開発研究を取り入れることなどが9軸と、特に高い宮」合になつている。

これからの技術社会を考えると、従来の1専攻に偏つた知識では新しい技術者としておぼつかない。社会で働いている先

輩たちの711k以上が学際領域の学習の必要性を指摘していることは、重要な内容を含んでいると捉えた上で、カリキュラム

の改訂を行わなければならないと思われる。
専攻の枠に捕われない教育を取り入れると共に、教官の負担を軽減するような方法をとらなければならないと考えられる。

(15)国 際性について

A B C D 無回答

大学院で英語教育を系統的に行うべきだと思
しせ すか

2 0 0

工学技術者として英語のスピーチ能力は必須
デンRい 音すか

4 0 0

大学院の段素として真詰でのアレセンテーショ

ンを育成するための科 目を設けるべきだと思い
ますおヽ

9 0 0

革 語 による護 差 力す べ まだ ンRい 宝す か 8 9 0 0



01

大学院の授来として英語
でのプレゼンテーシヨンを
育成するための科目を捜
けるべきだと思いますか

無回

世界に発信する日本の技術者としての英語教育の方法についての何らかの示唆を得るための質問である。

系統的な英語教育の必要性(93ゆ、英語のスピーチ能力の必要性(8的、プレゼンテーション科目の必要性(73blなど、非
常に高い割合になつている。

すでに学部のいろいろな場面でプレゼンテーションを導入しているので、日本語による表現力は向上することが期待され
る。国際社会の場で活躍できる技術者を目指すなら、当然英語によるプレゼンテーションが必須になり、大学院時代に英語
に触れておくことは重要であると考えられる。それも単なる趣味としての会話表現ではなく、論理的にものごとの考え方を表
現できる方法を系統的なカリキュラムに沿つて学ぶ必要がある。書く技術、プレゼンテーションする技術を系統的に学習でき

ないものだろうか。

役立った科 目とこれから必要な科 目

(1)学部で役立った科目
材料力学32、設計製図17、流体力学17、熱力学11、機械材料10、機械力学9、実験'実習9、物理学8、数学6、伝熱工学
4、内燃機関4、マイコン演習4、生産力[工3、機構学3、電気工学・回路3、語学3、自動車工学2、材料強度学2、制御工学
2、メカトロニクスエ学2、計測工学2、精密設計1、応用光学1、生産管理・労務管理1
(2)学部での今後必要な科目
英作文・英会話、電気回路(概要)、機械の現状と技術史、化学、も0・環境・品質、lT技術、教育学、振動・騒者工学、機
械保全、3DCAD、 化学工学、CAE、機械要素、先端科学、電気工学概論、磁性材料、金属治金学、国際情勢、政治・経
済、テクニカルライティング、板金加工、村脂成形、鎌物、トライボロジー、電磁気学
(3)大学院で役立った科目
数学、燃焼工学、熱工学、加工学、情報処理、制御工学、流体力学、流体工学、材料工学、内燃機関、輸講、破援力
学、トライボロジー

(4)大学院で今後必要な科目
英語、プレゼンテーション、先端技術、工場実習、CAD/CAM/CAE

自由意見
・卒業してもペーパードライバー
・単位認定基準が廿すぎる
・試験に記述問題を増やす
。機械に触れる時間の確保
・基礎を十分に体得できるカジキュラムの構築
・手書き製図の重要性
`物を図面化する能力とメカ的な感性を養う教育の推進
・特許の意識を向上させる誌義の開議
・技術者の倫理についての講義の開議
・ヨース制(機械設計と研究)とそのカリキュラム
・資格をとることができるカリキュラム
・研究のすばらしさや今後の夢を熱く語る機会を多く設ける
・プレゼンテーションを行う時間を週一度は行う
・相手に説明する能力を養える教育を取り入れる
。企業との密接な連携
・社会のエーズの的確な把握
・院生には知識より発想力が期待されている

大学院で英語教育を系統
的に行うべきだと思いま

すか

工学技術者として英摘の
スピーテ能力は必須だと

思いますか

英題による者装をすべき
だと思いますか

細
蓉
胡

D 細
客
研

Ｃ
触

Ａ
ｍ

Ｂ
研

Ａ
帆




